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カントリーエレベーター安全操業祈願祭
� （ＣＥ事務所）
当麻町カントリー利用協議会定期総会
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8 月組合のあゆみ

理事会報告 理事会が開催され次の事項が審議されました。

［第25回理事会］� 令和６年8月28日

●議案第１号　役員報酬審議会委員の選出について
●議案第２号　令和4年産酒造好適米追加払いについて
●議案第３号　令和4年産加工用うるち米・新市場開拓米（輸出米）追加払いについて
●議案第４号　令和4年産主食用米追加払いについて
●議案第５号　令和5年産カントリー米実績差数精算について
●議案第６号　令和5年産カントリーくず米追加払いについて
●議案第７号　令和5年産酒造好適米追加払いについて
●議案第８号　令和5年産加工用うるち米・新市場開拓米（輸出米）追加払いについて
●議案第９号　令和5年産主食用米追加払いについて
●議案第10号　令和6年産米集荷方針について
●議案第11号　「第31回ＪＡ北海道大会　組織討議」ＪＡ意見について
●議案第12号　個人情報取扱規程の一部改正について
●議案第13号　特定個人情報取扱規程の一部改正について
●議案第14号　組合員の異動について
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花きの産地ＪＡとしての取り組み

営農経理課

　カントリーエレベーター安全操業祈願祭がカントリー事務所神棚前にて
行われました。
　祈願祭には町・ＪＡ関係者など約２５名が出席し、今年の豊作と安全操業
を願い、当麻神社の禰宜による神事が執り行われ玉串を捧げました。
　続いてカントリー荷受室にて、当麻町カントリー利用協議会定期総会が
開催され、羽根会長より「近年は異常気象が続いており、昨年は猛暑に
より品質、収量ともに目標に達する事が出来ませんでした。稲刈りにおい
ても、倒伏の影響から大変ご苦労されたと思います。しかしながら、皆様
方のご努力によりカントリーのお米を欠品することなくお客様に届けること
ができ、過去最高の追加払いとなっております。今年もまもなく稲刈りが
開始されますが米不足の状況となっており、生産者にとっても消費者にと
っても待ち遠しい時期です。消費者に喜ばれる安全、安心なお米をお届けしたいと思っておりますので、生産者と各関
係機関が一致団結して今年も進めて参りたいので宜しくお願いいたします。」と挨拶のあと、令和5年産優秀出荷者表
彰が行われました。
　次に、福井組合長、村椿町長より来賓挨拶のあと宇園別２区　開田厚志氏が議長となり、令和5年度事業報告並び
に決算報告、令和6年度事業計画（案）並びに収支予算（案）、役員改選について審議されました。尚、役員改選については、
全役員が留任となり、令和６年・７年の執行体制となりました。

８月28日　カントリーエレベーター安全操業祈願祭
　　　　　 当麻町カントリー利用協議会定期総会

第３回目（７月２９日～８月５日）　
 ・スプレーマム（品種：マライカ）
 ・カーネーション（品種：モモカ）

金融共済課金融係
第４回目（８月６日～８月１９日）
 ・スプレーマム（品種：セイリポル）
 ・ディスバットマム（品種：セイオペラピンク）

写真左から　営農経理課　　　　藤田　みなみ
　　　　　　営農経理課　主任　櫻田　優香

写真左から　金融共済課金融係　上林　加奈
　　　　　　金融共済課金融係　美馬　好花

●団体賞　中央７区営農集団

安全操業祈願祭の様子

●個人賞　北星１区　梶山　雅史 様

●個人賞　緑郷１区　大泉　貴文 様

会　長　　羽根　　敏
副会長　　齋田　浩二
　　　　　山下　高博
監　事　　梶山　雅史
　　　　　髙橋　利文

執
行
体
制
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千人踊り

青年部出店

　「2024 とうま蟠龍まつり」が当麻町公民館まとまーる前
特設会場にて開催されました。
　当日は、こども蟠龍太鼓でオープニングを飾り、地区対抗
による「蟠龍玉入れ大会」、こどもの部・大人の部合わせて
10,400袋のもちまき、当麻消防団PRステージでは、吉本芸
人が登場し、会場を盛り上げました。当麻蟠龍太鼓保存会に
よる蟠龍太鼓がクライマックスを演出し、さらに当麻蟠龍隊
による「龍おどり」、フィナーレの打ち上げ花火など、たく
さんのイベントが行われました。
　また会場にはたくさんの露店が出店する中、ＪＡ当麻青年
部も出店し、暑い中焼き鳥、生ビールを買い求める大勢のお
客さんで賑わいました。メインイベントの一つ、当麻音頭で
踊る伝統の「千人踊り」には、JAからも役職員が参加し、各
団体や地区の皆さんと一緒に祭りを盛り上げました。

８月4日 とうま蟠龍まつり
ＪＡ青年部が出店

　第26回上川農業試験場公開デーが比布町上川農業
試験場で行われました。
　「たべよう、あそぼう、知ろう」をキーワードに、
普段は入ることのできない試験場の見学やクイズラ
リー、昔懐かしいドン菓子が配布されるなどのイベン
トに地域の住民や休みの子供達が大勢訪れました。
　また、地元特産品販売コーナーにて当麻町の特産品
をＰＲ。今摺米・でんすけすいかなどの農産物やハン
ドクリーム、でんすけすいかバーを販売し、大勢の来
場者の方にPRすることができました。

８月８日 当麻町の特産品をＰＲ

　農協3階大ホールにて生産組織代表者会議が開催されました。
　福井組合長より開会挨拶の後、議題に入り、第31回JA北海道大会に伴う組織討議について協議
し、営農情報等について報告が行われました。

8月9日 生産組織代表者会議
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決意表明を述べる東野ひでき氏

一致団結してガンバロウ三唱

　農協3階大ホールにて、来年夏に開催される参議院
議員通常選挙立候補予定者である東野ひでき氏を励ま
す会が開催されました。
　東野ひでき氏は、現在ホクレン代表監事、JA道北
なよろの会長であり、全国JAグループの推薦候補者
として擁立されております。
　主催者を代表して、福井組合長から激励の挨拶が贈
られた後、東野ひでき氏より決意表明が述べられまし
た。
　励ます会の締めでは、井上青年部長を筆頭にガンバ
ロウ三唱にて、エールが贈られました。

8月13日 東野ひでき君を励ます会

　当麻町商工会主催の仮装・子ども盆踊り大会がＪＲ
当麻駅前広場特設会場にて開催され、町内イベントの
積極的な参加と部員交流を目的にＪＡ女性部も参加い
たしました。
　当日は天候に恵まれ、多くの子どもたちや地域の
方々が集まり、賑わいを見せておりました。
　女性部員は一休さんをモチーフとした仮装で、蟠龍
太鼓と盆踊りの音楽に合わせて踊り、入賞となりまし
た。

8月20日 ＪＡ女性部
仮装盆踊り大会に参加

　農業センターによる水稲不稔調査を実施いたしまし
た。各圃場よりサンプルを採取した稲を、１本１本手
で籾に実が入っているかを確認。
　今年度の調査結果では品種によってばらつきはある
ものの全体的に茎数は平年並みで籾数が多く、不稔割
合は低い結果となりました。

8月21日
～22日 水稲不稔調査を実施
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　当麻町稲作研究会主催各団体合同視察研修会を8月
22日に行いました。
　今回は札幌市の北海道農業研究センターへ視察を
行って参りました。視察地では道南農業の農地流動化
動向と北海道の水稲栽培状況について講義を受けたあ
と、水稲育種試験栽培圃にて現地視察を行い、試験栽
培圃では既存品種と試験品種の生育比較が行われてお
り、品種ごとの生育差や試験品種の情報を収集するこ
とができた場となりました。

8月22日 当麻町稲作研究会主催
各団体合同視察研修会

　農協3階大会議室にて、きゅうりの収穫作業や菊の
芽かき作業を依頼しているヘルパーの皆さんの慰労、
日頃からの感謝とお礼、利用者である組合員との懇親
を目的とした交流会が施設園芸ヘルパー利用組合に
よって開催されました。
　ヘルパー利用組合 齋田組合長の挨拶のあと、当麻
町そ菜研究会 川上副会長の乾杯で交流会が始まり、
今後の作業へ向けての英気を養い、賑やかな楽しい交
流会となりました。

8月23日 ヘルパーの皆さんに感謝を込めて
交流会を開催

　年金友の会では、19名の会員が参加し、エスコン
フィールドにて日本ハムファイターズ×ソフトバンク
戦を観戦してきました。今回の観楓会は日帰りの開催
となり、初めて参加される会員さんも多く、試合では、
首位のソフトバンクに対してファイターズが快勝し見
ごたえのある試合内容となり、会員皆様に楽しんでい
ただきました。

8月25日 当麻農協年金友の会　観楓会
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各部会現地研修会・出荷規格検討会各部会現地研修会・出荷規格検討会
７月30日　キュウリ部会現地研修会
場　所：宇園別３区　齋田　幸宏さん圃場
講　師：㈱埼玉原種育成会　森田氏

　齋田部会長の挨拶のあと、㈱埼玉原種育成会 森田氏
より半促成栽培・今後の管理について、キュウリが効
率よく光合成できる環境を作ってあげることが、草勢
維持・収量アップのポイントで新しい葉を影にするよ
うな親葉や側枝は随時摘葉を行うこと、「まりん」は
特に保温に努めることが大切で、ハウス内が20℃以上
で光合成が盛んになる為、サイドカーテンの設置や曇
雨天時には過湿に注意し、少しずつカーテンを閉める
ようにする。今後の管理の例として、早めに栽培を終
える場合には、保温と積極的な潅水で肥大を促すこと
や栽培期間を伸ばしたい場合は換気を心掛けて加湿を
避け、病気を防ぐことが大切になる等といった説明が
行われました。
　続いて、普及センターよりハダニ類やアブラムシ類
といった病害虫の対策と大雨後の営農技術対策が説明
されました。

８月８日　南瓜・メロン・葉菜豆部会
　　　　　による南瓜現地研修会
場　所：中央３区　楠木　敏明さん圃場

　始めに天野部会長より挨拶の後、圃場で生育を確認
し研修会を行いました。続いて、野澤専任技師より、
今年の生育概況、収穫時期近くまで草勢を維持するに
は、生育終盤の病気や病害虫被害を防ぐために防除を
怠らないこと、肥料を切らさないこと、果実の日焼け
を防ぐこと、ねずみ食害を防ぐことといった研修が行
われました。また収穫後の管理について、腐敗防止の
ためヘタを乾かすことが重要であり、乾燥を進めるた
めに送風機の利用が有効と説明がありました。
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８月 20日　当麻町稲作研究会現地研修会
場　所：中　央１区　長谷川　新さん圃場
　　　　伊香牛３区　宮崎　祐樹さん圃場

　始めに長谷川会長より挨拶の後、長谷川 新さん圃場にて、ジェイカムアグリ㈱ 藤田技術顧問より「LP コー
ト側条一発施肥試験」について、次に宮崎 祐樹さん圃場にて、上川農業改良普及センター 白井係長より「ドロー
ン直播播種量別栽培試験」、町内水稲生育経過について報告がなされました。

８月27日　トマト部会中間出荷規格検討会
　集荷場2棟目にてトマト部会中間出荷規格検討会が開催
されました。赤木部会長より「秋が近づき、終盤に向かっ
ています。これから品質が落ちやすい時期になりますの
で、栽培管理を注意しながら良いミニトマトを最後まで出
し切れるようお願いいたします。」と挨拶の後、部会担当
者より申し合わせ事項、出荷協定、出荷規格について説明
がなされ、市場情勢報告が行われました。

８月 19日　キュウリ部会中間出荷規格検討会
　後半戦に向け、規格の統一を図ることを目的とした
キュウリ部会中間出荷規格検討会が集荷場 3棟目にて
開催されました。
　始めに齋田部会長より「今年度は単価が非常に安定し
ており、現時点で昨年の販売金額を上回っております。
今後、天候の悪い日が続きますが、少しでも多く消費地
に届けられるよう栽培管理を徹底していただきたい」と
挨拶。続いて部会担当者より出荷協定事項、選果規格、
C品・2L 出荷時の注意点の再認識が行われました。
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金 融 ･ 共 済

窓口営業時間の変更のお知らせ

　日頃より当JAをご利用頂き誠にありがとうございます。

　誠に勝手ではありますが、金融システム切り替えの為、下記の

通り営業時間を変更させていただきます。

　お客様にはご不便をおかけいたしますが、何卒ご理解賜ります

ようお願い申し上げます。

１０月２８日
（月）

9：00～1３：00

１０月２９日
（火）

9：00～1３：00

１０月３０日
（水）

通　常　営　業
９：００～１５：００

金融・共済窓口

通　常　営　業

9：00～18：00

日　時 ATM

ご不明な点等がございましたら、下記までお問い合わせ下さい。

JA当麻　金融共済課　　　TEL0166-84-2124

ⓒよりぞう

金 融 係 か ら 知の らお せ

JA当麻 ● 2024. 9月号
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金 融 係 か ら 知の らお せ

JA当麻 金融共済課
TEL0166-84-2124 まで

2024. 9月号 ● JA当麻
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資 材 課　か ら 知の らお せ

JA当麻 ● 2024. 9月号
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共 済 係 か ら 知の らお せ
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共 済 係 か ら 知の らお せ
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タテのカギ ヨコのカギ
わらなどで編んで米や炭を詰め
ます
「」や（）のこと
長く連れ添った夫婦は似てくる
とか
アキアカネ、オニヤンマといえば
からすみはボラなどの̶̶を加
工したものです
食パンのふちの部分
筒に強く息を送り込んで矢を飛
ばします
派手なところがありません
明日の授業に備えて̶̶をした
房で売られる果物
神の起こした洪水を箱舟で乗り
越えました
天竺牡丹（てんじくぼたん）とも
呼ばれるキク科の花
一時的に寝ること
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二重マスの文字を、
A～Eの順に並べてできる
言葉は何でしょうか？

頭の体操
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A

8月号の答えは…

9月２日は̶̶の日。ハズレくじ対
象の抽選もあります
ドミソとかドファラとか
握りずしを数えるときに使う言葉
ミョウガはこの部分や若い茎を食
べます
前身は江戸です
敬老の日に̶̶へ日本酒を贈っ
た
素晴らしい考えのこと
南の島に似合う植物
̶̶手振りを交えて説明した
急須のお茶を注ぎます
ノブを持ってあけます

永
井
智
一
（
な
が
い
・
と
も
か
ず
）

茨
城
県
笠
間
市
に
あ
る

「
天
晴
（
旧
キ
ッ
チ
ン
晴
人
）」

オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

A

ト
B

コ
C

ロ
D

テ
E

ンツ
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8
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16
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A

D

E

B

C
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◆
お
盆
が
過
ぎ
夏
も
終
わ
り
を
迎
え
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
年
の
夏
は
、
35
℃
を
超

え
る
猛
暑
の
日
や
数
十
年
に
一
度
の
大
雨

と
安
定
し
な
い
天
気
で
苦
労
さ
れ
る
日
が

多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
過

ご
し
や
す
い
毎
日
に
恵
ま
れ
、
豊
穣
の
出

来
秋
に
な
る
よ
う
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

農
作
業
事
故
や
体
調
に
も
十
分
ご
留
意
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
７
月
末
か
ら
始
ま
っ
た
パ
リ
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
あ
っ
と
い
う
間
に
閉
会
を
迎
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
海
外
開
催
大
会
と
し
て
過
去
最
多
の

金
メ
ダ
ル
の
獲
得
と
な
り
ま
し
た
。
道
内

出
身
選
手
と
し
て
は
、
や
り
投
げ
の
北
口

榛
花
選
手
を
始
め
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
の

開
心
那
選
手
や
柔
道
の
永
山
竜
樹
選
手
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
東
野
有
紗
選
手
と
い
っ

た
選
手
が
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
日
本
を
沸

か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
４
年
後
の
ロ
サ
ン

ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
楽
し
み
で
す
。

（
谷
口
）

令和6年度 JA当麻　野菜集荷場 受入カレンダー

の印は受け入れ休みとなりますので、ご協力をお願い致します。

日

31 2

8 9 10

15 16 17

22

29 30 31

月 火 水 木 金 土
10月

6 7

13 14

20 21

27 28

54

11 12

18 19

25 2623 24

日

31 2

8 9 10

15 16 17

22

29 30

月 火 水 木 金 土
９月

6 7

13 14

20 21

27 28

54

11 12

18 19

25 2623 24

集荷に伴う米穀課執務体制について
　米穀課職員は９月２日（月）より当分の間、中央７

区検査場及びカントリーに常駐致しております。

　また、下見検査につきましても９月２日（月）より

検査場にて開設致しております。（午前８時から午後４時）

【米穀関係各施設電話番号及び臨時回線】

　[検査場]　８４－３２０２／８４－４１９８
　[カントリーエレベーター ]　５８－８０２７
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